
伊
周
「
三
月
三
日
、
侍
宴
同
賦
間
柳
発
紅
桃
、
応
製
」
の
漢
詩
を
め
ぐ
っ
て

渦
　
巻

恵

　
　
一
　
は
じ
め
に

　
藤
原
伊
周
は
、
中
関
白
道
隆
を
父
、
高
階
貴
子
を
母
と
し
て
、
天
延

11
（九
七

四
）
年
に
生
ま
れ
、
父
の
引
き
立
て
の
も
と
、
正
暦
五
（
九

九

四
）
年
に
叔
父
道
長
ら
を
超
え
て
、
1
1
十
1
歳
で
内
大
臣
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
翌
長
徳
元
（
九
九
五
）
年
四
月
に
道
隆
が
没
す
る
と
、
天
皇

生
母
で
あ
る
東
三
条
院
藤
原
詮
子
の
推
挙
に
よ
り
道
長
が
内
覧
と
な
り
、

伊
周
と
道
長
の
対
立
が
深
ま
る
中
で
、
長
徳
二
年
、
花
山
院
に
矢
を
射

か

け
た
事
件
を
契
機
に
、
大
宰
権
帥
に
左
遷
さ
れ
る
。
r
w
l
l
l
u
r
l
l
l
月
の

大
赦
に
よ
り
罪
を
免
ぜ
ら
れ
、
十
二
月
に
帰
京
。
u
x
保
l
i
l
　
（
1
　
O
O
　
1
）

年
本
位
に
復
し
、
寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）
年
准
大
臣
、
同
六
年
正
月
正

二
位

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
准
大
臣
の
唐
名
、
儀
同
三
司
と
称
さ
れ

る
。
政
治
的
権
力
を
持
つ
こ
と
は
な
い
ま
ま
、
七
年
正
月
二
十
八
日
に

三
十
七
歳
で
没
し
た
。

　
漢
詩
文
に
秀
で
て
お
り
、
一
条
天
皇
の
作
文
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

『
枕
草
子
』
「
大
納
言
殿
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て
」
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
原
久
子

「儀
［
i
1
1
1
司
小
考
」
に
よ
る
と
、
現
存
ず
る
漢
詩
は
二
十
五

編
。
年
代
の
わ
か
る
最
も
古
い
作
品
は
、
正
暦
三
（
九
九
I
　
1
）
年
三
月

r賦
飛
州
高
吏
君
赴
任
詩
」
（
本
朝
麗
藻
巻
下
　
饅
別
部
）
。
以
後
、
長

保
寛
弘
期
に
内
裏
や
道
長
邸
で
頻
繁
に
催
さ
れ
た
詩
会
に
お
い
て
も
数
々

の

詩

を
残
し
、
か
つ
て
の
政
敵
で
あ
る
道
長
と
も
詩
を
詠
み
交
わ
し
て

い
る
。

　

さ
て
、
伊
周
や
定
子
の
母
方
の
伯
父
に
当
た
る
高
階
積
善
が
編
纂
し

　
　
　
　
　
す
こ

た
『
本
朝
麗
藻
』
の
冒
頭
に
は
、
次
の
詩
が
配
さ
れ
る
。

三
月
三
日
、
侍
宴
同
賦
間
柳
発
紅
桃
、

三
日
花
朝
和
暖
辰

姻
濃
纏
透
綬
山
月

碧
玉
簾
中
裁
錦
妓

紅
桃
間
柳
発
粧
新

黛
動
半
蔵
曲
水
春

青
羅
帳
後
挙
燈
人

応
製
。
以
春
為
韻
。

　
儀
同
三
司
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震
遊
如
奮
群
臣
酔
　
　
酔
意
詠
歌
魏
代
塵
（
本
朝
麗
藻
　
一
）

　
『
本
朝
麗
藻
』
は
寛
弘
六
（
一
〇
〇
五
）
～
七
年
頃
に
成
立
し
た
と

さ
れ
る
。
も
っ
と
も
多
く
詩
が
と
ら
れ
た
の
は
大
江
以
言
で
十
九
編
序

七
編
。
以
言
は
伊
周
の
家
司
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

　
　
　
ヨ
　

て
い

る
。
次
が
具
平
親
王
o
伊
周
が
三
番
目
に
多
く
十
五
編
が
載
る
。

積
善
自
身
は
、
詩
五
編
序
二
編
を
入
集
。

　
積
善

は
、
内
裏
（
一
条
天
皇
）
や
左
府
（
藤
原
道
長
）
主
催
の
作
文

会
に
し
ば
し
ば
招
か
れ
、
『
本
朝
文
粋
』
『
類
聚
句
題
抄
』
な
ど
に
併
せ

て

十
数
首
の
漢
詩
を
残
す
一
条
朝
の
代
表
的
な
詩
人
の
一
人
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
関
白
家
の
没
落
の
中
、
文
才
を
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
文

壇
の

中
心
足
り
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
長
徳
二
（
九
九
六
）
年
一
月
、
伊
周
と
弟
の
隆
家
の
配
流
に
伴
い
、

積
善
の
兄
弟
、
高
階
信
順
は
伊
豆
権
守
に
、
道
順
は
淡
路
権
守
に
左
遷

さ
れ
る
。
定
子
ら
の
母
で
あ
る
高
階
貴
子
は
、
嘆
き
の
う
ち
に
病
死
し

た
。
『
栄
花
物
語
』
に
は
、
事
件
に
つ
い
て
、
母
、
貴
子
や
定
子
の
悲

し
み
を
絡
め
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
伊
周
が
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
、

　
　
物
思
ふ

心
の

闇
し
暗
け
れ
ば
明
石
の
浦
も
か
ひ
な
か
り
け
り
（
栄

　
　
花
物
語
・
裏
裏
の
別
れ
）

の

歌

は
、
『
宝
物
集
』
に
も
見
出
せ
、
定
子
の
歌
、

　
　
　
　
儀
同
三
司
の
遠
き
所
に
侍
り
け
る
に
つ
か
は
さ
れ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
条
院
皇
后
宮

　
　
雲
の

波
煙
の

波
の
た
ち
へ
だ
て
あ
ひ
見
ん
こ
と
の
難
く
も
あ
る
か

　
　
な
（
続
古
今
集
・
離
別
、
八
三
五
）

も
残
る
。
『
拾
遺
集
』
に
は
、
伊
周
と
と
も
に
都
を
離
れ
る
家
司
の
歌

が
採
ら
れ
る
。

　
　
　
　
帥
伊
周
、
筑
紫
へ
ま
か
り
け
る
に
、
川
尻
は
な
れ
侍
り
け
る

　
　
　
　
に

よ
み
侍
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
削
嘉
言

　
　
思
ひ

い

で

も
な
き
ふ
る
さ
と
の
山
な
れ
ど
か
く
れ
ゆ
く
は
た
あ
は

　
　
れ

な
り
け
り
（
拾
遺
集
・
別
、
三
五
〇
／
金
葉
集
三
奏
本
、
五
二

　
　
八
。
詞
花
集
、
1
1
1
九
　
1
で
は
、
兄
の
正
言
の
歌
と
し
て
入
集
）

　
政
権
の
中
心
か
ら
大
き
く
離
れ
た
高
階
家
に
と
っ
て
、
残
さ
れ
た
希

望

は
、
定
子
の
生
ん
だ
皇
子
、
敦
康
親
王
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
囲
の

眼

は
冷
た
か
っ
た
。
積
善
の
献
じ
た
序
は
、
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
る
。

　
　
ま
た
、
云
は
く
、
コ
ロ
同
積
善
、
式
部
卿
宮
敦
康
に
お
い
て
序
を
作

　
　

る
。
自
謙
の
句
に
云
は
く
、
海
西
白
茅
の
秋
、
独
り
外
家
夙
夜
の

　
　
遺
老
と
為
る
と
。
時
の
人
、
そ
の
外
戚
と
為
す
を
嘲
弄
す
と
云
々
」

　
　
（
江
談
抄
・
第
六
）

　
『
本
朝
麗
藻
』
が
、
伊
周
や
、
伊
周
に
近
し
く
仕
え
た
大
江
以
言
の

詩

を
多
く
採
る
の
は
、
没
落
し
た
高
階
家
の
家
集
を
後
代
に
残
す
と
い

う
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
冒
頭
を
飾
る
伊
周
の

当
該
詩
は
、
編
者
の
思
い
入
れ
の
詩
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

二
　
詩
の
内
容

そ

こ
で
、
当
該
詩
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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題
の

コ
1
1
u
R
l
1
1
日
　
J
は
、
上
巳
の
節
日
で
あ
る
。
『
養
老
律
令
』
「
雑
令
」

第
四
十
条
に
は
、
「
凡
正
月
一
日
o
七
日
。
十
六
日
。
三
月
三
日
。
五

月
五
日
。
七
月
七
日
o
十
1
月
大
嘗
日
。
皆
為
節
日
」
と
あ
り
、
古
く

か

ら
節
日
と
さ
れ
て
、
公
宴
が
催
さ
れ
て
き
た
。
『
日
本
書
紀
』
顕
宗

天
皇
元
年
三
月
上
巳
に
「
幸
後
苑
、
曲
水
宴
」
と
あ
り
、
古
く
は
三
月

の

上
巳

に

曲
水
の
宴
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
中
国
の
魏
の
時
代
に
、
三

日
に
行
う
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
の
に
倣
い
、
日
本
で
も
文
武
天
皇
五
年

以
降
は
、
三
月
三
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
も
古
い
漢
詩
集

『
懐
風
藻
』
に
は
、
曲
水
の
詩
が
三
編
見
出
せ
る
。
菅
原
道
真
『
菅
家

文
草
』
巻
五
の
コ
ニ
月
三
日
、
同
賦
花
時
天
似
酔
、
応
製
」
の
詩
序
に
、

　
　
春
之
暮
月
、
月
之
三
朝
。
天
酔
干
花
、
桃
李
盛
也
。
我
君
一
日
之

　
　
澤
、
万
機
之
鹸
、
曲
水
錐
遥
、
遺
塵
錐
絶
、
書
巴
字
而
知
地
勢
、

　
　
思
魏
文
以
翫
風
流
。
蓋
志
之
所
之
、
謹
上
小
序
云
ホ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
桃
李
の
花
盛
り
に
君
主
が
一
日
水
辺
に
迫
遥
し
、
中

国
の
魏
代
に
思
い
を
寄
せ
て
風
流
を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

　
1
l
句
a
n
　
r
紅
桃
間
柳
発
粧
新
」
で
は
、
桃
の
紅
に
混
じ
っ
て
、
柳
が

新
緑
の
葉
を
そ
よ
が
せ
る
景
が
詠
ま
れ
る
。

　
三
月
三
日
が
桃
の
節
句
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
例
な
ど
か
ら
わ
か

る
。　

　
　
　
三
月
三
日
付
桃

　
　
春
来
遍
是
桃
花
水
　
不
弁
仙
源
何
処
尋
　
（
和
漢
朗
詠
集
、
三
八

　
　
王
維
）

　
　
三
月
三
日
、
節
供
な
ど
物
し
た
る
を
、
人
な
く
て
さ
う
ざ
う
し
と

　
　

て
、
こ
こ
の
人
々
、
か
し
こ
の
侍
ひ
に
、
か
う
書
き
て
や
る
め
り
。

　
　
た
は
ぶ
れ
に

　
　
　
　
桃
の
花
す
き
物
ど
も
を
西
王
が
そ
の
わ
た
り
ま
で
た
つ
ね
に

　
　
　
　
そ
や

る
（
蜻
蛉
日
記
、
中
巻
、
安
和
二
年
）

　
　
　
　
三
月
三
日
、
桃
の
花
咲
き
た
る
を
人
折
れ
り

　
　
三
千
年
に

な
る
て
ふ
桃
の
花
ざ
か
り
折
り
て
か
ざ
さ
む
君
が
た
ぐ

　
　
ひ

に

（落
窪
物
語
）

　
　
　
　
三
月
三
日
、
桃
の
花
を
ご
覧
じ
て

　
　
三
千
世
へ
て
な
り
け
る
も
の
を
な
ど
て
か
は
も
も
と
し
も
は
た
名

　
　
づ

け
そ
め
け
む
（
後
拾
遺
集
・
春
下
、
一
二
八
　
花
山
院
）

　
　
　
　
隣

り
よ
り
三
月
三
日
に
人
の
桃
の
花
を
乞
ひ
た
る
に

　
　
桃
の
花
宿
に
た
て
れ
ば
あ
る
じ
さ
へ
す
け
る
物
と
や
人
の
見
る
ら

　
　
む
（
後
拾
遺
集
・
雑
六
俳
譜
歌
、
　
1
1
1
0
二
　
大
江
嘉
言
）

　

ま
た
、
柳
も
三
月
三
日
の
節
句
に
関
わ
る
素
材
で
あ
っ
た
。
中
国
の

詩
文
で
は
主
に
桃
花
に
加
え
、
楊
柳
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
許
曼
麗

「
楊
柳
小
考
ー
柳
の
民
族
、
中
日
比
較
の
視
点
か
ら
ー
」
は
、

　
　
術

日
。
正
月
且
取
楊
枝
著
戸
上
。
百
鬼
不
入
家
（
齊
民
要
術
）

　
　
清
明
息
寒
食
、
又
日
禁
姻
節
。
古
人
最
重
之
、
今
人
不
為
節
、
但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
見
童
戴
柳
祭
掃
攻
螢
而
r
L
］
o
　
〈
中
略
〉
至
清
明
戴
柳
者
、
乃
唐
高

　
　
宗
三
月
三
日
祓
喫
於
清
陽
、
賜
至
臣
柳
圏
各
一
、
謂
戴
之
可
免
薗

　
　
毒
。
今
蓋
師
其
遺
意
也
（
燕
京
歳
時
記
）

な
ど
の
例
を
挙
げ
、
中
国
に
お
い
て
柳
が
厄
を
祓
う
た
め
に
用
い
ら
れ

た
こ
と
、
三
月
三
日
に
柳
を
戴
く
呪
術
的
信
仰
が
流
行
し
た
可
能
性
を
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示
す
。

　
工
藤
重
矩

コ
1
1
月
l
l
l
日
の
柳
－
枕
草
子
六
段
の
翁
丸
は
な
ぜ
柳
の
か

　
　
　
　
　
　
ご
こ

づ

ら
を
し
た
か
ー
」
に
は
、
冬
至
の
翌
日
か
ら
数
え
て
百
五
日
目
の
節

日
r
寒
食
」
に
か
ま
ど
の
火
を
消
し
て
冷
た
い
も
の
を
食
べ
、
新
た
に

r清
明
」
に
楡
柳
の
枝
で
火
を
採
る
風
習
を
踏
ま
え
た
表
現
と
し
て
、

　
　
今
日
雨
中
楡
柳
樹
　
縦
錐
鑛
過
不
成
姻
（
田
氏
家
集
・
巻
下
　
菅

　
　
家
寒
食
第
三
農
宴
遇
雨
、
同
賦
畑
字
）

　
　
天
悠
子
推
嫌
挙
火
　
柳
姻
桃
焔
雨
中
消
（
菅
家
文
草
・
巻
一
　
陪

　
　
寒
食
宴
、
雨
中
即
時
、
各
分
一
字
得
朝
）

を
挙
げ
る
。
ま
た
、
『
万
葉
集
』
に
、

　
　
　
　
三
月
三
日
大
伴
宿
祢
家
持
　
七
言
晩
春
三
日
遊
覧
一
首
井
序

　
　
　
　
上
巳
名
辰
暮
春
麗
景
、
桃
花
昭
瞼
以
分
紅
柳
色
含
苔
而
競
緑
、

　
　
　
　
干
時
也
携
手
暖
望
江
河
之
畔
訪
酒
週
過
野
客
之
家
、
既
而
也

　
　
　
　
琴
樽
得
性
蘭
契
和
光
、
嵯
乎
今
日
所
恨
徳
星
已
少
欺
、
若
不

　
　
　
　
拓
寂
含
章
何
以
櫨
迫
遥
之
趣
、
忽
課
短
筆
柳
勒
四
韻
云
ホ

　
　
余
春
媚
日
宜
怜
賞
　
　
上
巳
風
光
足
覧
遊
　
　
柳
陪
臨
江
縛
校
服

　
　
桃
源
通
海
乏
仙
舟
　
　
雲
曇
酌
桂
三
清
湛
　
　
羽
爵
催
人
九
曲
流

　
　
縦
酔
陶
心
忘
彼
我
　
　
酩
酊
無
処
不
滝
留
（
万
葉
集
・
巻
十
七
、

　
　
三
九
九
五
　
大
伴
池
主
）

と
、
桃
の
紅
と
柳
の
緑
が
並
び
詠
ま
れ
る
景
は
、
伊
周
の
当
該
詩
句
の

表
現
に

継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
句
の
「
緩
山
」
は
、
中
国
四
川
省
、
峨
眉
山
の
西
南
に
あ
る
高

い

山
の
こ
と
。
大
江
匡
衡
の
漢
詩
「
暮
春
応
制
勒
毫
高
皐
桃
毛
明

刀

陶
」
（
日
本
漢
詩
集
、
1
八
1
）
に
も
「
我
投
緩
山
盤
上
桃
」
と
あ

る
。
四
句
の
「
黛
」
は
、

　
　
塵
津
之
郷
去
切
廻
々
些
、
城
中
聖
些
、
空
黛
色
（
経
国
集
・
二
二

　
　
良
寄
安
世
）

　
　
青
柳
の
葛
城
か
け
て
霞
む
な
り
山
は
緑
の
春
の
ま
ゆ
ず
み
　
（
夫

　
　
木
抄
・
春
二
、
五
〇
八
　
藤
原
為
顕
）

と
あ
る
よ
う
に
、
眉
墨
を
刷
い
た
よ
う
な
霞
を
い
う
。
霞
が
曲
水
の
春

の

景
を
半
ば
覆
い
隠
す
様
子
。

　
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
五
、
六
句
「
碧
玉
簾
中
裁
錦
妓
　
青
羅
帳
後

挙
燈
人
」
の
表
現
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
り
け

　
五
句

「
裁
錦
妓
」
に
つ
い
て
、
今
浜
通
隆
『
本
朝
麗
藻
全
注
釈
　
二

（以
下

『
全
注

釈
』
と
略
す
）
は
、
「
こ
こ
で
は
麗
し
い
女
性
の
意
。

『
華
厳
経
音
義
』
〈
上
〉
に
、
F
妓
、
美
女
也
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
后

妃

を
指
示
す
る
」
と
し
、
川
口
久
雄
・
本
朝
麗
藻
を
読
む
会
編
『
本
朝

　
　
　
で
エ

麗
藻
簡
注
』
（
以
下
、
『
簡
注
』
と
略
す
）
は
、
「
錦
衣
装
の
舞
姫
」
と

す
る
。
「
碧
玉
簾
中
」
、
す
な
わ
ち
御
簾
の
中
に
い
る
女
性
を
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
中
宮
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
天
皇
は
一
条
天
皇
。
「
裁
錦

妓
」
は
、
中
宮
定
子
か
彰
子
か
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本

来

「
妓
」
は
、
舞
姫
の
こ
と
。
『
白
氏
文
集
』
巻
十
四
「
上
巳
日
恩
賜

曲
江
宴
会
即
事
」
に
「
花
低
着
艶
妓
　
鶯
散
譲
清
歌
」
と
あ
り
、
『
本

朝
文
粋
』
巻
十
一
の
菅
原
文
時
の
詩
に
「
干
時
妓
舞
粧
楼
　
鳥
詞
禁
樹

嬌
声
出
花
柳
之
露
　
妙
韻
入
管
弦
之
風
」
と
あ
る
。

　
定
子
に

せ

よ
彰
子
に
せ
よ
、
天
皇
の
后
を
舞
姫
に
例
え
る
の
は
、
い
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さ
さ
か
不
遜
な
表
現
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
詩
が
中
関
白
家
隆
盛
の
頃

に

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
妹
に
対
す
る
表
現
と
し
て
許
容

で

き
よ
う
。
し
か
し
、
伊
周
が
失
脚
し
た
後
、
道
長
の
温
情
に
よ
り
昇

殿

を
許
さ
れ
た
時
期
の
も
の
と
す
れ
ば
、
彰
子
を
「
妓
」
と
例
え
る
の

は
あ
り
得
な
い
表
現
だ
。
成
立
年
次
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
r
挙
燈
人
」
に
つ
い
て
、
『
全
注
釈
』
が
r
中
古
、
三
月
三
日
、
九
月

九

日
に
北
辰
（
北
極
星
）
を
ま
つ
っ
て
運
勢
を
守
り
、
不
祥
を
退
け
た

が
、
そ
の
行
事
の
時
に
捧
げ
る
燈
火
を
御
燈
と
い
っ
た
。
天
皇
み
ず
か

ら
が
精
進
潔
斎
を
し
て
行
な
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
こ
の
「
挙
燈
人
」
と

は
、
三
月
三
日
の
当
日
に
御
燈
を
捧
げ
ら
れ
た
天
皇
自
身
の
こ
と
」
と

指
摘
す
る
。

　
仁
和
元
（
八
八
五
）
年
、
藤
原
基
経
の
撰
上
に
よ
り
清
涼
殿
に
掲
示

さ
れ
た
「
年
中
行
事
御
障
子
文
」
に
、
「
（
1
1
1
月
）
1
1
1
日
o
御
燈
事
。
」

と
あ
り
、
宮
中
の
儀
式
儀
礼
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
r
御
燈
」
に
つ
い
て
は
、
金
指
正
三
『
我
國
に
於
け
る
星
の
信
仰
』
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

同
『
星
占
い
星
祭
り
』
に
詳
し
い
o
金
指
は
、
『
日
本
紀
略
』
『
三
代
実

録
』
『
小
右
記
」
『
本
朝
世
紀
』
「
江
家
次
第
』
『
北
山
抄
』
『
小
野
宮
年

中
行
事
抄
』
『
九
條
年
中
行
事
』
な
ど
の
古
記
録
類
か
ら
、
「
御
燈
」
の

儀
式
の
概
要
に
つ
い
て
考
察
し
、
F
御
燈
祭
年
表
」
を
作
成
し
た
。
も

と
は
民
間
の
北
辰
信
仰
に
よ
る
も
の
が
、
宮
中
行
事
に
な
り
、
通
常
は

三
月
、
九
月
の
春
秋
二
回
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
皇
は
精
進
潔
斎

を
し
て
、
河
原
で
御
祓
を
執
り
行
い
、
そ
の
後
に
「
奉
燈
御
拝
の
儀
」

が
行

わ
れ
る
。
楊
あ
る
時
に
は
、
宮
中
や
河
原
で
祓
い
の
み
を
行
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
『
西
宮
記
』
三
に
は
、

　
　
三

日
御
燈
、
三
日
、
大
裏
潔
斎
、
宮
主
奉
御
ト
、
申
不
浄
由
、
不

　
　
可
被
奉
御
燈
、
…
…
御
喫
如
常
、
無
不
浄
時
、
内
蔵
寮
奉
御
燈
於

　
　
霊
厳
寺

と
あ
り
、
三
日
に
天
皇
が
潔
斎
を
し
、
御
ト
の
後
、
不
浄
が
な
い
時
に

は

霊
厳
寺
に

お
い
て
御
燈
を
奉
っ
た
と
あ
る
。
不
浄
が
あ
る
時
に
は
、

御
燈
を
取
り
や
め
て
そ
の
由
を
申
し
、
不
浄
を
祓
う
「
祓
え
」
が
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

れ

た
。
三
橋
正
『
平
安
時
代
の
信
仰
と
宗
教
儀
礼
』
に
は
、
御
燈
が

F天
皇

個
人
の
儀
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
」
も
の
の
、
行

事
が
貴
族
に
広
が
る
中
で
、
「
北
辰
信
仰
」
の
意
義
は
薄
れ
て
形
骸
化

さ
れ
、
実
資
・
道
長
の
時
代
に
は
「
祓
い
」
に
そ
の
意
義
を
置
く
よ
う

に

な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
伊
周
の
当
該
詩
の
「
挙
燈
人
」

は
、
次
の
句
に
「
震
遊
」
、
す
な
わ
ち
天
皇
の
遊
び
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

F御
燈
を
奉
る
天
皇
」
の
意
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
七
句
「
震
遊
如
奮
群
臣
酔
」
に
つ
い
て
、
『
全
注
釈
』
は
「
作
者
・

伊
周
が
本
詩
を
詠
じ
た
年
の
、
そ
の
内
裏
で
の
曲
水
の
宴
も
、
「
震
遊

如
レ
旧
」
と
あ
る
か
ら
に
は
例
年
の
通
り
に
晴
れ
や
か
な
も
の
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
そ
の
遊
宴
に
、
「
群
臣
」
の
一
人
と
し
て
参
列
を
許

さ
れ
、
心
か
ら
酒
に
酔
い
、
詩
を
詠
じ
、
歌
を
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
当
日
の
作
者
の
颯
爽
と
し
て
み
ご
と
な
姿
を
十
分
に
想
像
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
し
、
『
簡
注
』
は
「
天
徳
や
康
保
の
昔
の
よ
う
に
の

意

か
」
と
注
す
。
ち
な
み
に
、
「
天
徳
」
は
小
野
好
古
が
大
宰
府
で
曲
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水
の
宴
を
は
じ
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
時
期
。
「
康
保
」
は
村
上
天
皇
が

曲
水
の
宴
を
康
保
三
年
に
復
活
さ
せ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
結
び

の

「
魏
代
塵
」
に
つ
い
て
は
、
『
全
注
釈
』
は
「
『
宋
書
』
〈
巻

一
五

「
志
第
五
・
礼
1
　
1
〉
に
、
「
魏
ヨ
リ
以
後
、
但
ダ
三
日
ヲ
用
イ
、

巳
（
上
巳
・
第
一
ノ
巳
日
）
ヲ
以
テ
セ
ザ
ル
ナ
リ
。
魏
ノ
明
帝
、
天
淵

地

ノ
南
二
流
杯
ヲ
石
溝
二
設
ケ
、
群
臣
ヲ
燕
ス
」
と
あ
り
、
三
国
魏

（1

　
1
1
　
1
0
－
二
六
五
）
の
時
か
ら
、
曲
水
の
宴
が
三
月
上
巳
で
は
な
く
、

三
月
三
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
こ

こ
で
は
こ
の
事
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
『
菅
家

文
草
』
の
「
思
魏
文
以
翫
風
流
」
を
引
用
す
る
。

　
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
も
、

　
　
周
旦
古
風
伝
暁
水
　
　
魏
年
昔
浪
寄
春
苔
」
（
新
撰
朗
詠
集
・
上
’

　
　
春
、
三
九
　
大
江
匡
房
）

と
あ
り
、
三
月
三
日
の
曲
水
宴
が
、
周
公
旦
と
、
魏
の
明
帝
を
起
源
と

し
た
と
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
谷
知
子

「
『
六
百
番
歌
合
』
「
三
月
三
日
」
題
と
曲
水
宴
」
は
、
寛
弘

四
年
三
月
三
日
の
詩
、

　
　
昔
成
王
之
叔
父
周
公
旦
　
ト
洛
陽
而
濫
膓

　
　
今
聖
主
之
親
舅
左
丞
相
　
宅
洛
陽
而
宴
飲
（
寛
弘
四
年
三
月
三
日

　
　
新
撰
朗
詠
集
・
上
・
春
、
三
四
序
　
大
江
匡
衡
）

を
引
き
、
「
周
公
旦
は
、
兄
武
王
の
子
成
王
の
摂
政
と
な
っ
て
助
け
、

周
王
朝
を
治
め
た
人
で
あ
る
。
道
長
も
外
戚
、
摂
関
家
（
摂
政
と
な
る

の

は

後
年
で
、
し
か
も
わ
ず
か
一
年
間
で
あ
る
が
、
摂
関
家
と
し
て
の

意
識
と
い
う
意
味
）
と
い
う
立
場
に
あ
り
、
土
ハ
に
王
の
叔
父
、
祖
父
と

い

う
血
縁
者
と
し
て
幼
い
王
を
補
佐
す
る
と
い
う
共
通
点
を
持
つ
こ
と

が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
古
今
東
西
の
違
い
を
越
え
、
曲
水

宴

と
い
う
業
を
通
じ
て
、
王
の
外
戚
、
摂
関
家
と
い
う
共
通
点
を
持
つ

周
公
旦
と
道
長
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
」
と
論

じ
る
。
「
昔
成
王
之
叔
父
周
公
旦
」
と
r
今
聖
主
之
親
舅
左
丞
相
」
は

対
を

成
す
。

　
伊
周
の
当
該
詩
も
「
魏
代
塵
」
と
か
つ
て
の
中
国
で
の
発
祥
を
挙
げ

て
、
天
皇
の
め
で
た
さ
や
長
久
を
寿
ぎ
、
臣
下
と
し
て
そ
れ
を
補
佐
す

る
喜
び
を
詠
む
点
で
、
似
た
趣
向
で
あ
る
。

　
以
上
、
ま
と
め
る
と
、
当
該
詩
は
、
上
巳
の
節
句
の
桃
と
柳
に
よ
っ

て

春
の
景
色
の
美
し
さ
を
た
た
え
、
後
半
は
人
事
に
展
開
す
る
。
天
皇

み

ず
か

ら
が
精
進
潔
斎
を
し
て
行
な
う
御
燈
を
詠
み
、
后
の
美
し
さ
を

讃

え
、
そ
の
臣
下
と
し
て
仕
え
る
喜
び
を
い
い
、
最
後
に
上
巳
の
節
会

の

発
祥
、
中
国
の
魏
代
に
思
い
を
は
せ
て
い
る
、
と
い
う
内
容
に
な
る
。

三
　
詠
作
時
期
に
つ
い
て

　
さ
て
、
前
述
の
「
妓
」
が
定
子
を
指
す
か
、
彰
子
を
指
す
か
を
認
定

す
る
た
め
に
、
詩
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　
『
全
注
釈
』
は
、
「
父
の
関
白
・
道
隆
の
死
（
長
徳
元
年
・
そ
の
当
時
、

伊
周
二
十
二
歳
）
が
内
大
臣
正
三
位
の
伊
周
の
将
来
を
完
全
に
打
ち
砕

く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
は
、
そ
れ
以
前
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

父
や

妹
の
存
在
が
作
者
の
輝
か
し
い
前
途
を
約
束
し
て
い
て
く
れ
る
。
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そ
う
し
た
安
心
感
、
満
ち
あ
ふ
れ
る
期
待
感
の
中
で
、
例
え
ば
、
「
帝

（
1
条
帝
）
、
皇
后
宮
（
定
子
）
を
ね
ん
ご
ろ
に
と
き
め
か
せ
た
ま
ふ
ゆ

か

り
に
、
帥
殿
（
伊
周
）
は
あ
け
く
れ
御
前
に
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ひ
て
」

〈『
大
鏡
』
「
道
長
」
伝
〉
と
あ
る
よ
う
な
状
態
の
中
で
、
作
者
は
こ
の

詩

を
つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
内
容
的
に
は
そ
の
よ
う
に
思

え

る
。
（
略
）
ま
た
、
逆
に
、
父
の
道
隆
の
死
後
、
或
い
は
妹
の
定
子

の

死
後
、
（
定
子
の
死
は
長
保
二
年
・
そ
の
当
時
、
伊
周
は
二
十
七
歳
）

の

作
、
例
え
ば
、
「
星
の
落
ち
て
石
と
な
る
に
ぞ
例
ふ
べ
き
や
。
そ
れ

こ
そ
返
り
あ
が
る
こ
と
な
け
れ
」
　
〈
『
大
鏡
』
「
道
長
」
伝
〉
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
の
、
逆
境
に
あ
っ
た
頃
の
伊
周
の
作
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う

だ

と
す
る
と
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
r
裁
レ
錦
妓
」
は
中
宮
・
彰
子
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
作
者
の
そ
の
賞
揚
の
言
葉
は
、
諺
屈
し
た
、
複
雑
な

心
情
を
反
映
し
た
皮
肉
な
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
」
と
す
る
。

　
一
方
、
『
簡
注
』
は
、
『
本
朝
麗
藻
』
の
成
立
を
寛
弘
八
年
以
前
と
し
、

古
記
録
に
見
え
る
寛
弘
元
年
、
二
年
の
上
巳
の
節
会
の
う
ち
、
元
年
の

詩
題
に
な
い
た
め
、
寛
弘
二
年
か
、
と
推
定
す
る
。

　

そ
こ
で
、
定
子
関
連
の
年
次
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な

お
、
成
立
に
関
す
る
項
に
傍
線
を
付
し
、
適
宜
参
考
文
献
を
挙
げ
た
。

正
暦
元

（九
八
九
）
年
一
月
、
定
子
一
条
帝
に
入
内
。

同
三
年
三
月
、
「
贈
飛
州
高
使
君
赴
任
」
（
本
朝
麗
藻
）
を
作
詩
（
五
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

　
和
代
「
伊
周
と
文
芸
」
）
。

同
四
年
、
清
少
納
言
、
出
仕
。

正
暦
年
間
　
「
右
相
府
白
川
亭
」
（
新
撰
朗
詠
集
　
山
家
）
、
F
大
極
殿
朝

　
拝
詩
」
（
和
漢
朗
詠
集
　
雑
　
帝
王
）
、
F
秋
日
遊
　
栖
霞
寺
」
（
新
撰

　
朗
詠
集
　
山
寺
）
を
作
詩
（
尾
原
（
1
）
論
文
）
。

同
五
年
二
月
　
積
善
寺
供
養
。
八
月
、
伊
周
が
二
一
歳
で
道
長
ら
三
人

　
を
超
え
て
内
大
臣
に
な
る
。

長
徳
元

（九
九

五
）
年
四
月
道
隆
莞
去
。
伊
周
漢
詩
こ
の
こ
ろ
以
前
か

　
（
全
注
釈
）
。
五
月
、
道
長
が
伊
周
を
越
え
て
右
大
臣
、
及
び
氏
長
者

　
に
な
る
。

長
徳
二
（
九
九
六
）
年
一
月
、
伊
周
ら
が
花
山
院
に
矢
を
射
か
け
た
こ

　
と
を
発
端
に
、
内
大
臣
伊
周
を
大
宰
権
帥
に
、
中
納
言
隆
家
を
出
雲

　
権
守
に

財
め

る
宣
旨
が
四
月
に
下
さ
れ
る
。
配
流
決
定
後
に
定
子
の

　
邸
か
ら
逃
亡
、
戻
っ
た
と
こ
ろ
を
捕
え
ら
れ
る
。
母
貴
子
が
重
病
と

　
知

り
、
配
流
先
か
ら
ひ
そ
か
に
入
京
、
露
見
し
て
捕
え
ら
れ
る
。
定

　
子
は

自
ら
鋏
を
取
っ
て
落
飾
。
十
月
貴
子
莞
ず
。
十
二
月
に
定
子
、

　
第
一
皇
女
と
な
る
脩
子
内
親
王
を
出
産
。

長
徳
三
年
、
三
月
、
詮
子
御
悩
に
よ
り
大
赦
の
宣
旨
。
五
月
に
隆
家
、

　
十
二
月
に
伊
周
帰
洛
。

長
保
元

（九
九
九
）
年
八
月
、
定
子
は
平
生
昌
邸
へ
行
啓
、
そ
の
日
道

　
長

は
公
卿
を
連
れ
宇
治
に
て
遊
覧
。
十
1
月
七
日
、
敦
康
親
王
を
出

　
産
、
同
日
に
彰
子
が
女
御
と
な
る
。

長
保
二
年
正
月
二
十
八
日
　
彰
子
が
立
后
。
朝
儀
が
二
月
二
十
五
日
に

　
行
わ
れ
る
。

同
三
月
三
日
　
宮
中
に
お
い
て
上
巳
の
行
事
が
行
わ
れ
、
行
成
が
犬
の
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翁

ま
う
に
道
化
た
扮
装
を
さ
せ
て
人
目
を
引
く
（
本
稿
四
章
）
。

同
三
月
二
十
七
日
、
定
子
の
三
条
宮
行
啓
ま
で
の
間
に
翁
ま
う
が
帝
の

　
猫
を
追
う
事
件
が
起
き
る
。

同
十
二
月
十
六
日
、
定
子
、
第
二
皇
女
・
摸
子
内
親
王
を
出
産
し
た
後

　
に
崩
御
。

guR
n
g
l
1
　
（
1
　
o
o
五
）
年
二
月
二
五
日
、
伊
周
、
大
臣
の
下
、
大
納
言

　
の
上
の
席
次
。
三
月
二
十
六
日
、
昇
殿
許
可
。
伊
周
漢
詩
こ
の
年
に

　
詠
作

（簡
注
）
、
寛
弘
年
間
（
尾
原
（
1
）
論
文
）
。

寛
弘
三
年
三
月
四
日
、
東
三
条
第
詩
会
（
応
制
）
　
題
r
度
水
落
花
舞
」

　
伊
周
の
詩
は
『
麗
藻
』
二
二
番
。

寛
弘
四
年
三
月
三
日
、
土
御
門
第
詩
会
　
題
「
因
流
乏
酒
」

寛
弘
五
年
正
月
十
五
日
　
伊
周
准
大
臣
。
二
月
八
日
、
花
山
院
崩
御
。

　
『
御
堂
関
白
記
』
『
権
記
』
『
小
右
記
』
に
上
巳
節
供
の
記
事
な
し
。

　
九
月
十
1
日
、
彰
子
が
一
条
天
皇
の
第
二
皇
子
敦
成
親
王
を
産
む
。

　
伊
周
は
道
長
に
謁
談
を
拒
否
さ
れ
る
。
伊
周
、
和
歌
序
を
執
筆
（
大

　
鏡
）
。

寛
弘
六
年
一
月
、
彰
子
、
敦
成
、
道
長
呪
誼
露
見
、
二
月
、
伊
周
、
朝

　
参
停
止
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

同
七
月
以
前
『
本
朝
麗
藻
』
成
立
（
林
古
渓
『
本
朝
麗
藻
雑
記
』
）
。

寛
弘
七
年
一
月
、
伊
周
莞
ず
。
『
本
朝
麗
藻
』
成
立
（
川
口
久
雄
『
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』
）
。

伊
周
の
詩
に
「
応
制
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
詠
作
時
期
は
、
失
脚
し

た
長
徳
二
年
か
ら
昇
殿
が
許
可
さ
れ
る
以
前
の
寛
弘
二
年
三
月
で
な
い

こ
と
は
明
ら
か
だ
。
寛
弘
三
年
、
四
年
は
、
詩
題
が
異
な
る
。
寛
弘
五

年
は
花
山
院
崩
御
の
直
後
で
、
詩
会
開
催
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
寛

弘
六
年
は
朝
参
停
止
の
時
期
に
当
た
る
。

　
F
裁
錦
妓
」
は
「
挙
燈
人
＝
帝
」
の
対
な
の
で
、
定
子
か
彰
子
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
伊
周
が
彰
子
を
「
妓
」
と
例
え
る
の
は
、
こ
う
し

た
中
関
白
家
の
没
落
を
鑑
み
る
と
、
不
遜
で
あ
る
。
七
句
目
r
震
遊
如

奮
」
の
「
奮
」
は
、
定
子
生
前
の
昔
と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
。
ま
た
、

落
飾
し
た
定
子
を
「
妓
」
と
表
現
す
る
の
も
不
審
だ
。

　

す
る
と
、
必
然
的
に
長
徳
元
年
以
前
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
日
本
記
略
』
『
本
朝
世
紀
』
に
は
、
正
暦
二
年
の
み
記
録
が
な
い
が
、

F御
燈
」
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
『
江
家
次
第
』
巻
六
に
そ

の

作
法
な
ど
が
く
わ
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
『
大
鏡
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
長
徳
元
（
九
九
五
）
年
の
上

巳
の
祓
い
の
記
事
を
見
出
せ
る
。

　
　
1
1
1
月
u
］
の
日
の
祓
に
、
や
が
て
造
遥
し
給
ふ
と
て
、
帥
殿
、
河
原

　
　
に

さ
る
べ
き
人
々
あ
ま
た
具
し
て
出
で
さ
せ
給
へ
り
。
平
張
ど
も

　
　

あ
ま
た
う
ち
わ
た
し
た
る
御
座
し
所
に
、
入
道
殿
も
出
で
さ
せ
給

　
　
へ
る
、
御
車
を
近
く
や
れ
ば
、
「
便
な
き
こ
と
。
か
く
な
せ
そ
。

　
　
や

り
の
け
よ
」
と
仰
せ
ら
れ
け
る
を
、
な
に
が
し
丸
と
い
ひ
し
御

　
　
車
副

の
、
F
何
事
宣
ふ
殿
に
か
あ
ら
む
。
か
く
き
こ
し
給
へ
れ
ば
、

　
　

こ
の
殿
は
不
運
に
は
御
座
す
る
ぞ
か
し
。
わ
ざ
は
ひ
や
、
わ
ざ
は

　
　
ひ

や
」
と
て
、
い
た
く
御
車
牛
を
う
ち
て
、
い
ま
少
し
平
張
の
も
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と
近
く
こ
そ
、
つ
か
う
ま
つ
り
寄
せ
た
り
け
れ
。
「
辛
う
も
こ
の

　
　
男
に
い
は
れ
ぬ
る
か
な
」
と
そ
仰
せ
ら
れ
け
る
。
さ
て
、
そ
の
御

　
　
車
副
を
ば
、
い
み
じ
う
ら
う
た
く
せ
さ
せ
給
ひ
、
御
か
へ
り
み
あ

　
　

り
し
は
。
斯
様
の
こ
と
に
て
、
こ
の
殿
た
ち
の
御
中
い
と
あ
し
か

　
　
り
m
o
o
　
（
大
鏡
　
道
長
伝
）

　
伊
周
が
、
道
隆
の
後
継
と
し
て
中
関
白
家
を
牽
引
し
て
い
こ
う
と
い

う
気
概
に
満
ち
た
、
勢
い
盛
ん
な
こ
ろ
の
記
事
で
あ
る
。
河
原
で
上
巳

の

祓
い
を
す
る
た
め
に
平
張
を
張
り
渡
し
た
所
へ
、
道
長
の
車
が
あ
と

か

ら
到
着
す
る
。
伊
周
側
か
ら
退
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
も
の
の
、
車
副

の

男
が
強
気
に
反
発
す
る
。
道
長
は
そ
の
車
副
を
か
わ
い
が
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
長
徳
元
年
三
月
は
、
道
長

が
年
下
の
伊
周
に
出
世
を
追
い
越
さ
れ
て
ほ
ぞ
を
か
む
思
い
で
い
た
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傍
若
無
人
な
振
る
舞
い
を
鑑
み
る
と
、
中
宮
定

子
を
「
妓
」
に
準
え
る
の
も
納
得
で
き
る
。

　
そ

し
て
、
必
要
以
上
に
道
長
側
の
不
評
を
買
っ
た
せ
い
で
、
失
脚
後

は
、
そ
の
文
才
さ
え
も
嘲
笑
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
彰
子
の
子
、
敦
成
の
誕
生
に
際
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
話
も
あ
る
。

　
　
帥
殿
は
こ
の
内
の
生
ま
れ
さ
せ
た
ま
へ
り
し
七
夜
に
、
和
歌
の
序

　
　
代
書
か

せ

た
ま
へ
り
し
そ
、
な
か
な
か
心
な
き
こ
と
や
な
。
本
体

　
　

は
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
ふ
ま
じ
き
を
、
そ
れ
に
さ
し
出
で
た
ま
ふ
よ
り
、

　
　
多
く
の
人
の
目
を
つ
け
た
て
ま
つ
り
て
、
「
い
か
に
思
す
ら
む
」

　
　
r
な
に
せ
む
に
ま
ゐ
り
た
ま
へ
る
ぞ
」
と
の
み
、
ま
も
ら
れ
た
ま

　
　

ふ
o
い
と
は
し
た
な
き
こ
と
に
は
あ
ら
ず
や
。
そ
れ
に
、
例
の
入

　
　
道
殿

は
ま
こ
と
に
す
さ
ま
じ
か
ら
ず
も
て
な
し
き
こ
え
さ
せ
た
ま

　

　
へ
る
か
ひ
あ
り
て
、
憎
さ
は
、
め
で
た
く
こ
そ
書
き
た
ま
へ
り
け

　
　

れ
o
当
座
の
御
お
も
て
は
優
に
て
、
そ
れ
に
ぞ
人
々
ゆ
る
し
申
し

　
　
た
ま
ひ
け
る
。
」
（
大
鏡
　
道
隆
伝
　
寛
弘
五
年
）

　
以
上

を
鑑
み
る
と
、
伊
周
の
当
該
詩
の
成
立
は
、
道
長
を
追
い
抜
い

て

内
大
臣
と
な
り
、
帝
や
中
宮
の
補
佐
役
を
自
認
し
て
い
た
正
暦
五
年

八
月
か
ら
、
失
脚
す
る
長
徳
二
年
一
月
ま
で
の
間
、
す
な
わ
ち
長
徳
元

年
三
月
の
成
立
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
　
『
枕
草
子
』
と
の
関
連

　
『
枕
草
子
』
に
、

　
　
正
月
一
日
、
三
月
三
日
は
、
い
と
う
ら
ら
か
な
る
。
五
月
五
日
は
、

　
　
曇

り
く
ら
し
た
る
…
…
（
正
月
1
日
、
三
月
三
日
は
）

　
　
三
月
三
日
は
、
う
ら
う
ら
と
の
ど
か
に
照
り
た
る
。
桃
の
花
の
今

　
　
咲
き
は
じ
む
る
。
柳
な
ど
を
か
し
き
こ
そ
さ
ら
な
れ
、
そ
れ
も
ま

　
　
だ

ま
ゆ
に
こ
も
り
た
る
は
を
か
し
。
ひ
ろ
ご
り
た
る
は
、
う
た
て

　
　
ぞ

見
ゆ

る
。
お
も
し
ろ
く
咲
き
た
る
桜
（
富
岡
家
旧
蔵
能
因
本

　
　
F
梅
」
）
を
長
く
折
り
て
、
大
き
な
る
瓶
に
さ
し
た
る
こ
そ
、
を
か

　
　
し
け
れ
o
桜
（
富
岡
家
旧
蔵
能
因
本
「
梅
」
）
の
直
衣
に
出
桂
し

　
　

て
、
ま
ら
う
ど
に
も
あ
れ
御
せ
う
と
の
君
達
に
て
も
、
そ
こ
近
く

　
　
ゐ
て
物
な
ど
う
ち
言
ひ
た
る
、
い
と
を
か
し
。
（
正
月
1
日
は
）

と
あ
り
、
両
章
段
と
も
、
三
月
三
日
が
う
ら
ら
か
な
春
の
陽
気
の
節
日

で

あ
る
こ
と
を
趣
き
あ
る
風
情
と
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
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め
　

　
萩
谷
朴

『
枕
草
子
解
環
　
一
』
は
、
「
正
月
1
日
は
」
の
段
に
、
三

月
三
日
、
桃
、
柳
、
桜
が
並
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
、

　
①
三
月
上
巳
節
供
の
「
こ
ろ
ほ
ひ
」

　
②
桃
の
花
の
咲
き
始
め
る
「
こ
ろ
ほ
ひ
」

　
③
柳
の
花
の
咲
き
始
あ
る
「
こ
ろ
ほ
ひ
」

　
④
桜
花
燗
漫
た
る
「
こ
ろ
ほ
ひ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
　

と
分
割
し
て
解
し
、
枕
草
子
研
究
会
編
『
枕
草
子
大
事
典
』
に
も
、

コ
ニ
月
は
桃
か
ら
始
ま
り
、
柳
・
桜
と
自
然
美
が
移
っ
て
い
く
。
こ
の

短
い

部
分
に
「
を
か
し
」
が
四
度
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
好

節
に
愛
着
を
持
っ
て
い
る
証
で
あ
ろ
う
。
『
事
文
類
聚
』
に
、
「
桃
華
王

潤
二
生
ジ
、
柳
葉
全
溝
二
暗
シ
」
と
中
国
で
も
、
三
月
の
景
物
と
し
て

桃
花

と
柳
葉
を
詩
っ
て
い
る
。
漢
詩
文
の
教
養
美
か
ら
い
っ
て
も
、
王

朝
人
た
ち
は
、
桃
・
柳
を
愛
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
三
日
の
節
日
と
柳
の
取
り
合
わ
せ
が
中
国
の
寒
食
節
の
取

り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
分
割
せ
ず
、
三
日
の
こ
と
に
含

め
て
解
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　
『
全
注
釈
』
は
、
当
該
詩
の
表
現
と
『
枕
草
子
』
の
表
現
を
次
の
よ

う
に
並
べ
、
「
両
者
の
共
通
点
が
大
い
に
注
目
さ
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。

　
　
三

日
花
朝
和
暖
辰
↓
三
月
三
日
は
、
う
ら
う
ら
と
の
ど
か
に
照
り

　
　
た
る
。

　
　
紅
桃
間
柳
発
粧
新
↓
桃
の
花
の
今
咲
き
は
じ
む
る
。
柳
な
ど
を
か

　
　

し
き
こ
そ
さ
ら
な
れ
。
そ
れ
も
ま
だ
ま
ゆ
に
こ
も
り
た
る
は
を
か

　
　
し
。

　
r
柳
」
は
、
『
枕
草
子
』
内
に
六
か
所
見
ら
れ
る
。
う
ち
、
「
柳
筥
」

が
一
例
。
襲
の
「
柳
」
が
一
例
。
「
遠
つ
近
江
の
浜
柳
」
と
い
う
古
歌

の

引
用
が
一
例
。
「
な
ま
め
か
し
き
も
の
」
の
段
に
は
「
柳
の
萌
え
出

で

た
る
に
、
青
き
薄
様
に
書
き
た
る
文
付
け
た
る
」
と
あ
る
。
あ
と
の

二
例
は
、
先
の
「
正
月
一
日
は
」
の
三
月
三
日
、
桃
、
柳
が
並
ぶ
例
と
、

後
述
す
る
「
上
に
さ
ぶ
ら
ふ
御
猫
は
」
で
、
三
月
三
日
に
、
犬
の
頭
に

飾
っ
た
「
柳
の
か
ず
ら
」
で
あ
る
。
春
の
柳
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
叙

述
は

こ
の
部
分
の
み
で
、
物
尽
く
し
の
章
段
に
「
柳
」
は
採
り
上
げ
ら

れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
伊
周
の
当
該
詩
と
『
枕
草
子
』

の

こ
の
章
段
の
表
現
の
表
現
の
共
通
性
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
く
思
わ

れ
る
。

　

さ
て
、
『
枕
草
子
』
に
は
、
上
巳
の
日
に
つ
い
て
、
次
の
場
面
が
描

か

れ

て
い
る
。

　
　

あ
は
れ
、
い
み
じ
く
ゆ
る
ぎ
歩
き
つ
る
も
の
を
。
三
月
三
日
、
頭

　
　
の

弁
の
柳
の
か
づ
ら
を
せ
さ
せ
、
桃
の
花
を
か
ざ
し
に
さ
さ
せ
、

　
　
桜

（学
習
院
大
学
蔵
・
富
岡
家
旧
蔵
能
因
本
「
梅
」
）
腰
に
さ
し

　
　

な
ど
し
て
、
歩
か
せ
給
ひ
し
を
り
、
か
か
る
目
見
ん
と
は
思
は
ざ

　
　
り
け
む
」
な
ど
あ
は
れ
が
る
。
（
上
に
さ
ぶ
ら
ふ
御
猫
は
）

　

こ
の
章
段
は
、
宮
中
で
飼
っ
て
い
た
翁
ま
う
と
い
う
犬
が
帝
の
猫
を

追
い
、
朝
餉
の
間
に
走
り
込
ん
で
、
帝
の
怒
り
を
買
っ
た
た
め
に
犬
島

流

し
を
命
じ
ら
れ
、
ひ
ど
く
打
榔
さ
れ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
ひ
ど
く

打
た
れ
た
の
に
宮
中
に
戻
っ
て
く
る
犬
を
見
て
、
清
少
納
言
は
数
日
前

の

上

巳
の
節
句
の
際
の
、
犬
の
晴
れ
姿
を
思
い
出
す
。
そ
の
際
に
、
翁

一
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ま
ろ
は
、
柳
の
蔓
と
桃
の
枝
を
頭
に
つ
け
、
腰
に
は
桜
の
枝
を
飾
り
に

結
び

付

け
ら
れ
て
、
得
意
そ
う
に
歩
い
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　
萩
谷
『
枕
草
子
解
環
』
は
、
伊
周
の
詩
の
素
材
と
合
致
す
る
こ
と
か

ら
、
「
こ
れ
は
、
偶
然
の
一
致
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
春
三
月
の

季
趣
と
し
て
、
清
少
納
言
の
美
意
識
の
中
に
は
、
随
想
に
も
せ
よ
回
想

に

も
せ
よ
、
必
然
的
に
表
象
さ
れ
る
ほ
ど
身
に
つ
い
て
い
た
も
の
と
も

い

え
よ
う
」
「
「
こ
ろ
ほ
ひ
」
を
随
想
し
た
と
こ
ろ
に
、
三
日
・
桃
’
柳
・

桜
と
あ
っ
た
季
題
と
偶
然
に
も
全
く
一
致
す
る
が
、
三
月
三
日
に
、
柳

の

枝
で
作
っ
た
髪
の
輪
飾
り
を
翁
丸
に
か
ぶ
せ
、
そ
こ
へ
桃
の
花
を
髪

飾
り
と
し
て
挿
し
、
腰
の
帯
革
に
は
桜
の
枝
を
挿
す
と
い
っ
た
趣
向
で
、

東
遊
の
舞
人
の
姿
に
で
も
見
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
金
子
元
臣
『
枕
草
子
評
釈
』
に
も
、
「
遊
宴
の
際
、
時
の
花
を
覆
葛

に

し
、
挿
頭
に
か
ざ
す
こ
と
は
、
古
来
の
習
俗
で
あ
つ
た
。
上
巳
曲
水

の

佳
節
に
、
翁
丸
が
柳
の
葛
桃
の
挿
頭
は
、
頭
辮
が
私
の
思
付
の
み
で

は

あ
る
ま
い
。
錺
犬
と
し
て
、
主
上
の
引
か
せ
ら
れ
た
御
趣
向
で
あ
ら

う
…
…
蔵
人
頭
従
四
位
上
右
大
辮
行
成
朝
臣
と
も
あ
ら
う
人
が
、
こ
ん

な
小
供
じ
み
た
戯
を
し
た
の
も
、
時
代
が
さ
う
し
た
、
悠
悠
閑
々
た
る
、

無
事
な
時
代
で
あ
つ
た
事
を
謹
明
す
る
」
と
あ
る
。

　
津
島
知
明
「
〈
背
景
〉
を
迎
え
撃
つ
『
枕
草
子
』
ー
「
生
昌
段
」
「
翁

　
　
　
　
　
ハ
お
ね

丸
段
」
か
ら
ー
」
は
、
こ
の
翁
ま
ろ
の
飾
り
に
つ
い
て
、
「
立
后
の
儀

か

ら
間
も
な
い
コ
1
1
o
i
q
1
1
1
日
」
、
最
大
の
功
労
者
た
る
藤
原
行
成
の
、

記
念
す
べ
き
初
登
場
シ
ー
ン
で
あ
る
。
「
柳
か
づ
ら
」
に
「
桃
の
花
」

r桜
」
ま
で
加
え
て
、
過
剰
な
ま
で
の
パ
フ
－
g
　
－
－
マ
ン
ス
で
翁
丸
に
衆

目
を
集
あ
る
行
成
。
心
の
内
を
付
度
さ
れ
る
こ
と
を
、
自
身
に
向
け
ら

れ

る
視
線
を
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
避
け
る
か
の
よ
う
に
、
権
記
を
経
由
し

て
枕
草
子
に

向
か
う
時
、
彼
の
横
顔
は
た
か
ぶ
る
陰
影
を
刻
ま
ず
に
お

か

な
い
」
と
、
意
図
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

　
前
述
の

よ
う
に
、
上
巳
の
節
句
に
、
桃
と
柳
は
し
か
る
べ
く
必
要
な

も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
こ
に
桜
が
加
え
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

　
ひ

と
つ
に
は
、
次
の
万
葉
歌
の
よ
う
に
、
古
く
は
上
巳
の
節
句
の
際

に

桜
の
蔓
を
し
た
歌
が
あ
る
た
め
、
桜
も
桃
同
様
に
行
事
の
飾
り
に
用

い

ら
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
三
日
守
大
伴
宿
祢
家
持
之
館
宴
歌
三
首

　
　
今
日
の
た
め
と
思
ひ
て
し
あ
し
あ
し
ひ
き
の
尾
上
の
桜
か
く
咲
き

　
　
に
け
り
（
巻
十
九
、
四
一
五
一
）

　
　
奥
山
の
や
つ
を
の
椿
つ
ば
ら
か
に
今
日
は
暮
ら
さ
ね
ま
す
ら
を
の

　
　
と
も
（
四
l
p
a
l
　
1
）

　
　
唐
人
も
筏
浮
か
べ
て
遊
ぶ
と
い
ふ
今
日
ぞ
我
が
背
子
花
蔓
せ
な

　
　
（
四
l
五
三
）

　
併
せ

て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
次
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
『
枕
草
子
』

に

お

け
る
伊
周
の
桜
直
衣
姿
の
描
写
で
あ
る
。
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お
も
し
ろ
く
咲
き
た
る
桜
を
長
く
折
り
て
、

た
る
こ
そ
、
を
か
し
け
れ
。
桜
の
直
衣
に
出
桂
し
て
、

に

も
あ
れ
御
せ
う
と
の
君
達
（
注
　
伊
周
ら
兄
弟
）

こ
近
く
ゐ
て
物
な
ど
う
ち
言
ひ
た
る
、

日
は
）

　
　
大
き
な
る
瓶
に
さ
し

　
　
　
　
　
　
ま
ら
う
ど

　
　
　
　
　
に
て
も
、
そ

い

と
を
か
し
。
」
（
正
月
1



高
欄
の
も
と
に
、
青
き
瓶
の
大
な
る
据
ゑ
て
、
桜
の
い
み
じ
く
お

も
し
ろ
き
枝
の
五
尺
ば
か
り
な
る
を
、
い
と
多
く
さ
し
た
れ
ば
、

高
欄
の
外
ま
で
咲
き
こ
ぼ
れ
た
る
昼
つ
方
、
大
納
言
殿
（
注
　
伊

　
　
周
の
こ
と
）
、
桜
の
直
衣
の
少
し
な
よ
ら
か
な
る
に
…
「
月
も
日

　
　
も
か
は
り
ゆ
け
ど
も
久
に
経
る
み
む
ろ
の
山
の
」
と
い
ふ
こ
と
を

　

　
い
と
ゆ
る
ら
か
に
う
ち
出
だ
し
た
ま
へ
る
、
い
と
を
か
し
う
お
ぼ

　
　
ゆ
る
に
ぞ
、
げ
に
千
歳
も
あ
ら
ま
ほ
し
き
御
あ
り
さ
ま
な
る
や
。
」

　
　
（
清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
）

　
清
少
納
言
に
と
っ
て
、
三
月
の
陽
気
の
中
、
甕
に
射
し
た
桜
、
伊
周

ら
の
中
関
白
家
の
公
達
の
桜
の
直
姿
は
、
栄
花
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
三
月
三
日
、
翁
ま
ろ
の
頭
に
柳
、
桃
を
飾
り
、
腰
に
桜
の
枝
を

挿

さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
奇
妙
な
符
号
が
見

出
せ
る
の
で
あ
る
。

五
　
翁
ま
う
と
伊
周

　
実

は
、
翁
ま
う
に
伊
周
の
悲
運
な
生
き
方
を
重
ね
る
論
が
、
す
で
に

い

く
つ
か
見
出
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

　
塩

田
良
平
『
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
　
枕
草
子
』
は
、
「
さ
て
、
翁
丸

の

悲
劇
は
終
つ
た
。
ま
こ
と
に
喜
劇
と
し
て
も
馬
鹿
々
々
し
い
喜
劇
で

あ
る
が
、
こ
の
喜
劇
に
託
し
て
實
は
作
者
は
内
大
臣
伊
周
の
筑
紫
流
罪

の

こ
と
を
暗
に
調
し
た
の
だ
と
い
う
説
が
あ
る
…
…
少
納
言
は
「
枕
草

子
」
中
そ
う
い
う
、
政
治
の
直
接
的
感
慨
を
洩
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

な
い
が
、
あ
る
い
は
こ
の
段
で
は
そ
ん
な
こ
と
を
書
き
な
が
ら
思
い
浮

か

べ
て

い
た

か

も
し
れ
な
い
」
と
、
犬
の
話
が
暗
に
伊
周
の
運
命
を
想

起
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。

　
萩
谷

『
枕
草
子
解
環
』
は
、
さ
ら
に
コ
1
1
月
l
l
l
日
e
s
の
節
句
で
の
翁

丸
の
華
や
か
な
姿
は
そ
の
ま
ま
、
正
暦
五
年
二
月
、
積
善
寺
供
養
の
頃

の

伊
周
の
姿
で
あ
り
、
翁
丸
の
犬
狩
り
は
、
長
徳
二
年
五
月
一
日
の
二

条
北
宮
捜
索
の
そ
れ
、
満
身
創
疾
の
翁
丸
が
帰
っ
て
来
て
、
再
び
死
ぬ

程
に

打
榔

さ
れ
、
北
の
陣
か
ら
引
き
棄
て
ら
れ
た
の
は
、
長
徳
二
年
十

月
十
日
、
小
二
条
宅
に
潜
入
し
た
伊
周
が
逮
捕
さ
れ
て
大
宰
府
に
領
送

さ
れ
、
恐
ら
く
同
月
二
十
余
日
、
母
の
死
を
、
播
磨
と
備
前
と
の
国
境

の
山
の
駅
で
知
っ
た
悲
劇
（
I
K
I
　
l
y
m
l
　
1
十
　
k
l
段
　
）
と
符
合
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
伊
周
も
翁
丸
も
遂
に
は
赦
免
に
遭
う

の

で

あ
る
が
、
「
人
な
ど
こ
そ
、
人
に
い
は
れ
て
泣
き
な
ど
は
す
れ
」

と
、
犬
畜
生
と
錐
も
、
人
間
の
心
情
と
全
く
変
り
な
い
も
の
を
持
っ
て

い

る
と
、
詠
嘆
的
に
締
め
括
っ
た
本
段
末
章
の
感
懐
が
、
言
外
に
、
伊

周
と
翁
丸
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
清
少
納
言
の
心
中
を

傍
白
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
両
者
を
対
比
さ
せ
る
。

　
藤
本
宗
利
「
枕
草
子
日
記
的
章
段
の
沈
黙
の
構
造
」
…
「
上
に
さ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

ら
ふ
御
猫
は
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
は
、
「
翁
丸
事
件
の
史
実
的
年
次
や
、

追
放
、
赦
免
と
い
う
内
容
の
面
か
ら
も
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
は
い
な
い

中
関
白
家
の
衰
退
と
定
子
の
死
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
道
長
の
専
横
ぶ
り

の

記
憶
を
、
読
者
の
脳
裏
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

と
し
、
小
森
潔
「
枕
草
子
の
祝
祭
的
時
空
ー
「
供
犠
」
と
し
て
の
翁
丸
1
」

も
、
「
翁
丸
は
、
そ
の
身
に
伊
周
の
罪
と
い
う
具
体
的
な
意
味
を
背
負
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わ

さ
れ
て
、
伊
周
の
罪
を
浄
化
す
る
身
代
わ
り
と
し
て
テ
ク
ス
ト
枕
草

子

と
読
者
の
関
係
の
中
に
顕
現
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
赤
間
恵
都
子
『
枕
草
子
日
記
的
章
段
の
研
究
』
は
、
「
当
時
の
事
件

を
知
っ
て
い
る
読
者
が
、
ま
し
て
そ
れ
を
直
接
体
験
し
て
い
る
人
々
が
、

翁

ま
ろ
事
件
か
ら
伊
周
・
隆
家
左
遷
事
件
を
想
起
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ

う
か
。
作
者
が
事
件
に
つ
い
て
批
判
し
よ
う
と
ま
で
考
え
て
い
た
か
ど

う
か
、
ま
た
そ
れ
が
出
来
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
せ
め
て
事
件

に

つ
い

て
書

き
留
め
て
お
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
翁
ま
う
と
い
う
一
匹
の
犬
に
よ
っ
て
叶
え
ら
れ

た
の
だ
」
「
執
筆
時
が
定
子
崩
御
後
か
ら
ど
れ
く
ら
い
後
の
こ
と
で
あ
っ

た
に
し
て
も
、
女
房
と
し
て
宮
廷
に
仕
え
た
筆
者
が
直
接
天
皇
を
批
判

す

る
立
場
に
い
た
と
は
思
え
な
い
。
当
該
章
段
か
ら
は
、
伊
周
配
流
の

厳
命
を
下
し
た
一
条
天
皇
こ
そ
が
定
子
の
唯
l
の
拠
り
所
だ
っ
た
と
い

う
理
不
尽
な
事
実
、
そ
れ
に
対
す
る
作
者
の
悲
嘆
を
読
み
取
る
の
が
精

一
杯
の
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
慎
重
に
論
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　

　
斎
藤
正
昭
『
枕
草
子
連
想
の
文
芸
ー
章
段
構
成
を
考
え
る
』
は
、

F前
段

が
、
中
関
白
家
凋
落
を
象
徴
す
る
出
来
事
を
語
り
、
か
つ
、
そ

の

中
心
人
物
が
伊
周
入
京
の
密
告
者
「
生
昌
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
翁
丸
に
伊
周
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
ざ
る
を

え

な
い
。
第
三
期
に
お
け
る
最
初
の
日
記
回
想
的
章
段
と
な
る
第
五
・

六
段
が
挿
入
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
道
長
方
を
第
；
＄
者
と
す

る
事
情
が
見
え
隠
れ
す
る
」
と
積
極
的
に
犬
と
伊
周
を
重
ね
る
読
み
を

示
し
た
。

　
実

は
、
犬
が
猫
を
追
い
か
け
る
の
と
似
た
場
面
が
『
枕
草
子
』
内
に

あ
る
。
隆
家
存
命
の
こ
ろ
、
伊
周
が
定
子
の
兄
と
し
て
一
条
天
皇
に
近

し
v
漢
詩
文
を
講
じ
で
い
た
こ
ろ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　
　
上
の

御
前
の
、
柱
に
寄
り
か
か
ら
せ
給
ひ
て
、
少
し
眠
ら
せ
給
ふ

　
　
を
…
…
長
女
が
童
の
、
鶏
を
捕
ら
へ
持
て
来
て
、
「
あ
し
た
に
里

　
　
へ
持
て
行
か
む
」
と
い
ひ
て
隠
し
置
き
た
り
け
る
、
い
か
が
し
け

　
　
む
、
犬
見
つ
け
て
追
ひ
け
れ
ば
、
廊
の
ま
き
に
逃
げ
入
り
て
、
お

　
　

そ
ろ
し
う
鳴
き
の
の
し
る
に
、
み
な
人
起
き
な
ど
し
ぬ
な
り
。
上

　
　
も
、
う
ち
お
ど
ろ
か
せ
給
ひ
て
、
「
い
か
で
あ
り
つ
る
鶏
ぞ
」
な

　
　

ど
尋
ね
さ
せ
給
ふ
に
、
大
納
言
殿
の
「
声
、
明
王
の
眠
り
を
驚
か

　
　

す
」
と
い
ふ
こ
と
を
高
う
う
ち
出
だ
し
給
へ
る
、
め
で
た
う
を
か

　
　
し
き
に
…
…
「
い
み
じ
き
折
の
こ
と
か
な
」
と
、
上
も
宮
も
興
ぜ

　
　
さ
せ
給
ふ
。
な
ほ
、
か
か
る
事
こ
そ
め
で
た
け
れ
。
」
（
大
納
言
殿

　
　
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て
）

　
犬
が
鶏

を
追
い
か
け
る
。
驚
く
帝
に
対
し
て
、
伊
周
は
と
っ
さ
に
漢

詩
の
句
を
朗
詠
し
て
そ
の
場
を
収
め
る
。
伊
周
が
大
い
に
称
賛
さ
れ
る
。

　
宮
中
で
番
犬
と
し
て
犬
が
飼
わ
れ
た
り
、
野
良
犬
が
入
り
込
ん
で

F犬
狩

り
」
が
行
わ
れ
、
「
犬
島
」
に
放
逐
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
九
条
家
本
「
延
喜
式
」
紙
背
の
t
u
R
R
g
七
　
（
1
o
1
　
o
）
年
十
月

三
十

日
附
文
書
に
二
升
依
宣
旨
、
稜
供
御
犬
遣
淀
衛
士
一
人
料
」
と

あ
り
、
ま
た
『
如
願
集
』
六
一
五
番
に
、

　
　
犬
島
や
中
な
る
淀
の
渡
し
守
い
か
な
る
時
に
逢
ふ
瀬
あ
り
け
ん
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と
詠
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
淀
の
中
洲
に
犬
を
放
逐
す
る
島
が
あ
り
、
中

世
初
期
に
は
地
名
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し

『
枕
草

子
』
に
い
う
「
犬
島
」
が
固
有
の
地
名
で
あ
る
と
す
る
確
か
な

証
は

な
い
。
ま
た
、
『
十
訓
抄
』
上
r
大
江
匡
衡
の
学
才
」
（
江
談
抄
に

も
）
で
は
、
犬
が
彰
子
の
御
帳
台
の
中
で
子
を
産
む
話
も
あ
る
。

　
犬
が

帝
の
面
前
で
猫
や
鶏
を
追
い
か
け
ま
わ
す
こ
と
が
特
殊
な
場
面

だ

っ

た

と
は
言
え
な
い
が
、
『
枕
草
子
』
に
お
い
て
は
、
伊
周
を
絡
ま

せ

る
印
象
的
な
場
面
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
よ
う
。

　

こ
う
し
た
関
連
性
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
本
稿
で
は
、
伊
周
の
当
該
詩
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
、
長
徳

元
年
三
月
の
詠
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、

『
枕
草

子
』
に
お
け
る
上
巳
の
節
句
の
描
写
に
注
目
し
、
伊
周
の
姿
が

暗
示
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
す
る
諸
説
を
紹
介
し
て
、
図
式
化
し
て
み

た
。『

枕
草
子
』
に
は
、
正
暦
五
（
九
九
四
）
年
の
中
関
白
家
の
盛
大
な
花

見
を
振
り
返
り
、

　
　

さ
れ
ど
、
そ
の
折
り
め
で
た
し
と
見
奉
り
し
御
こ
と
ど
も
も
、
今

　
　
の

世
の
御
こ
と
ど
も
に
見
奉
り
比
ぶ
る
に
、
す
べ
て
l
つ
に
申
す

　
　
べ
き
に
も
あ
ら
ね
ば
、
も
の
憂
く
て
、
多
か
り
し
こ
と
ど
も
も
、

　
　
皆

と
ど
め
つ
。
（
関
白
殿
、
二
月
二
十
一
日
に
、
法
興
院
の
）

　

と
、
道
長
の
時
代
に
な
っ
た
「
今
の
世
」
に
遠
慮
し
て
、
中
関
白
家

の

栄
華

を
書
か
な
い
と
い
う
執
筆
態
度
が
見
ら
れ
る
。
山
本
淳
子
『
枕

　
　
　
　
　
　
　
お
　

草
子
の
た
く
ら
み
』
は
、
「
『
枕
草
子
」
は
、
定
子
亡
き
後
、
道
長
権
力

の

も
と
で
生
き
延
び
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
強
固
な
後
ろ
盾
の
な

い

清
少
納
言
が
個
人
で
書
き
、
世
に
リ
リ
ー
ス
し
て
、
広
ま
る
の
を
待

つ
o

そ

の

細
々
と
し
た
営
み
は
作
者
に
と
っ
て
、
事
に
よ
っ
て
は
容
易

に

途
絶

え
る
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
『
枕
草
子
』

の

中
に
は
、
道
長
へ
の
直
接
の
恨
み
言
は
＝
三
口
も
書
か
れ
て
い
な
い
」

と
、
道
長
サ
イ
ド
の
読
者
を
想
定
し
た
作
品
の
あ
り
よ
う
を
問
う
。

　
『
枕
草
子
』
に
描
か
れ
る
伊
周
像
、
伊
周
の
他
の
詩
作
の
検
討
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
残
る
が
、
後
考
を
侯
ち
た
い
。
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（
正
暦
五
9
9
4
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
暦
五
9
9
4
年
）

（

清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
）
　
（
大
納
言
殿
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て
）

薗
糠
月
百
は
）
搭
閨
閨
丁
閨
置
n
－
1
　
L
J
　
K
，
　
v
a
　
－
S
x
　
4
g
猫
は
）

　
　
　

→
今
浜
　
　
　
　
　
　
　
長
保
ニ
ー
0
0
0
年
三
月
　
　
　
　
　
↓
萩
谷
・
藤
本
・
斎
藤
な
ど

囲
旧
園
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
團
圏
閨

　
（
長
徳
元
9
9
5
年
三
月
か
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
徳
二
9
9
6
年
）



注

（
1
）
　
F
平
安
文
学
研
究
」
　
一
九
七
O
年
六
月

（
2
）
　
『
本
朝
麗
藻
』
の
本
文
は
大
曾
根
章
介
・
佐
伯
雅
子
編
『
校
本
本
朝

　
　
麗
藻
』
（
汲
古
書
院
）
に
、
そ
の
他
の
本
文
の
引
用
は
『
新
日
本
古
典

　
　
文
学
大
系
』
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
『
新
編
国
歌
大
観
』
『
新
釈

　
　
漢
文
大
系
』
な
ど
に
よ
る
。
「
万
葉
集
』
の
歌
番
号
は
旧
番
号
を
用
い

　
　
る
。

（
3
）
　
後
藤
昭
雄
「
平
安
朝
漢
詩
文
論
考
　
一
条
詩
壇
と
『
本
朝
麗
藻
』
』

　
　
（
勉
誠
出
版
　
二
〇
〇
五
年
）

（
’
”
）
　
r
芸
文
研
究
」
一
九
八
六
年
十
二
月

（
5
）
　
『
講
座
平
安
文
学
論
究
9
輯
』
風
間
書
房
　
一
九
九
三
年
、
の
ち

　
　
『
平
安
朝
和
歌
漢
詩
文
新
考
　
継
承
と
批
判
』
（
風
間
書
房
　
二
〇
〇
〇

　
　
年
所
収
）

（
6
）
　
新
典
社
　
一
九
九
三
年

（
7
）
　
勉
誠
出
版
　
一
九
九
三
年

（
8
）
　
森
北
書
店
　
一
九
四
三
年

（
9
）
　
青
蛙
房
　
一
九
七
四
年

（
1
）
　
続
群
書
類
従
完
成
会
　
二
〇
〇
〇
年

（
H
）
　
F
e
n
語
と
国
文
学
」
1
1
0
1
五
年
十
二
月

（
1
）
　
F
香
椎
潟
」
一
九
六
九
年
九
月

（
1
3
）
　
「
国
語
と
国
文
学
」
一
九
三
五
年
五
月

（
1
）
　
明
治
書
院
　
一
九
五
九
年

（
1
）
　
浜
口
俊
裕
「
『
紫
式
部
日
記
』
敦
成
皇
子
御
産
養
七
夜
に
つ
い
て
」

　
　
（
日
本
文
学
研
究
　
二
〇
一
｛
（
年
l
　
l
月
）
は
、
こ
の
記
事
が
敦
成
御
産

　
　
養
の
日
で
な
く
十
二
月
二
十
日
の
百
日
の
こ
と
で
あ
り
、
『
大
鏡
』
の

　
　
脚
色
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
す
る
と
、
敦
成
誕
生
直
後
、
道
長
へ
の
謁

　
　
見
は
か
な
わ
ず
、
疎
ん
じ
ら
れ
る
中
、
百
日
の
寿
ぎ
の
序
題
を
書
い
た

　
　
も
の
の
、
年
が
明
け
て
の
呪
誼
発
覚
、
二
月
に
朝
参
停
止
と
い
う
流
れ

　
　
に
な
る
。

（
1
）
同
朋
社
　
一
九
八
1
年

（
1
7
）
　
勉
誠
出
版
　
二
〇
〇
一
年
　
雨
海
博
洋
担
当
部
分
）

（
1
8
）
　
明
治
書
院
　
一
九
二
五
年

（
1
）
　
r
國
學
院
雑
誌
」
1
1
0
　
1
　
1
年
八
月
、
の
ち
「
枕
草
子
論
究
ー
日
記

　
　
回
想
段
の
〈
現
実
〉
構
成
』
翰
林
書
房
　
二
〇
一
四
年
所
収
）

（
2
）
　
角
川
書
店
　
一
九
五
八
年

（
g
S
）
　
F
常
葉
国
文
」
一
九
九
1
年
十
一
月

（
2
2
）
　
r
日
本
文
学
」
　
一
九
九
二
年
五
月
、
の
ち
『
枕
草
子
　
逸
脱
の
ま
な

　
　
ざ
し
』
笠
間
書
院
　
一
九
九
八
年
所
収
）

（
2
3
）
　
三
省
堂
　
二
〇
〇
九
年

（
2
4
）
　
笠
間
書
院
　
二
〇
一
六
年

（
2
5
）
　
朝
日
新
聞
出
版
　
二
〇
一
七
年
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